
公共のコミュニケーションで用いる表記に関する論点 

（国語施策に関する内閣告示を中心に） 
 
 
全般について 
 

 ○ 「一般の社会生活において、現代の国語を書き表すため」の「目安・よりどころ」という位置付け

の確認 
  ・ 「一般の社会生活」の内容  
  ・ 「現代の国語」の内容 〈→ 参考資料４（平成 30 年度調査）〉 
  ・ 「目安・よりどころ」の内容 〈→ 参考資料１－１〉 
 

漢字の使用 
 
 ○ 「常用漢字表」（平成 22年内閣告示第２号）に関する課題 
  ・ 常用漢字表の基本的な考え方 〈→ 参考資料１－１〉 
  ・ 各年代・層における常用漢字についての実際の理解度 〈→ 参考資料４（令和元年度調査）〉 
  ・ 漢字で書く必要のない語、表外字を使った方が分かりやすい語などの扱い 
  ・ 限られた用語にしか使わない漢字の扱い、語例との関係 〈→ 参考資料１－４〉 
 
 ○ 過去の漢字施策（当用漢字表・同音の漢字による書きかえ）との関係 
  ・ 当用漢字表の制限的な性格の影響 

・ 「同音の漢字による書きかえ」の整理 〈→ 参考資料１－２、３〉 
 
外来語の表記 
 
 ○ 「外来語の表記」（平成３年内閣告示第２号）に関する課題 
  ・ 表記の揺れ 〈→ 参考資料４（平成 15年度調査）〉 
  ・ 平成３年内閣告示第２号の考え方 〈→ 参考資料２－１〉 
  ・ 現場における取組 〈→ 参考資料２－２〉 
 
ローマ字のつづり方 
 
 ○ 「ローマ字のつづり方」（昭和 29 年内閣告示第１号）に関する課題  
  ・ 国語施策におけるこれまでのローマ字の扱い 〈→ 参考資料３－１〉 
  ・ 学校教育における位置付け 〈→ 参考資料３－２〉 
  ・ 実際の活用と表記の揺れ 〈→ 参考資料３－３、４（平成 22年度調査）〉 
 
送り仮名の付け方 
 
 ○ 「送り仮名の付け方」（昭和 48年内閣告示第２号）に関する課題 

・ 複合語における送り仮名の省略 〈→ 参考資料１－２〉 
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